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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
後

援
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
５
月
の
定
期
総
会
に
て
、

僭
越
な
が
ら
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
鳥
取
雄
治
と
申
し
ま
す
。
子
ど
も
は

日
工
大
で
は
数
す
く
な
い
娘
で
し
て
、

建
築
学
科
の
四
年
生
に
在
籍
し
て
お
り

ま
す
。
一
年
生
時
か
ら
支
部
役
員
等
で

後
援
会
活
動
に
参
加
さ
せ
て
頂
く
中

で
、
今
回
会
長
と
い
う
大
役
を
引
き
受

け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。
今

年
一
年
、
役
員
一
同
力
を
あ
わ
せ
て
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
大
学
は
一
昨
年
に
創
立
40
周

年
を
迎
え
ら
れ
、
後
援
会
と
し
て
の
記

念
協
賛
事
業
を
本
年
度
に
完
了
さ
せ
、

新
た
に
創
立
50
周
年
記
念
協
賛
事
業
の

積
立
を
始
め
て
い
ま
す
。
後
援
会
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
半
世
紀
を
迎
え
る
大

学
に
記
念
と
な
る
輝
か
し
い
事
業
に
参

画
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
共
に
、

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
深

く
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

特
別
事
業
に
関
し
ま
し
て
は
、
平
成

20
年
度
の
特
別
事
業
と
し
て
建
築
学
群

棟
前
に
設
置
し
た
自
転
車
置
場
が
、

「
自
転
車
が
整
然
と
置
け
る
よ
う
に
な

っ
た
」
と
好
評
な
の
で
、
点
在
す
る
未

整
備
の
自
転
車
置
場
や
バ
イ
ク
置
場
を

平
成
21
年
度
か
ら
２
ヶ
年
計
画
の
債
務

負
担
で
新
設
（
21
年
度
に
一
括
整
備
し

２
ヶ
年
に
て
支
払
い
）
す
る
こ
と
を
提

案
し
、
総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
ち
ら
も
学
生
諸
君
に
喜
ば
れ
る

意
義
の
あ
る
事
業
に
な
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
も
後
援
会
の
一
大
事

業
で
あ
り
ま
す
「
地
域
別
教
育
懇
談
会
」

が
全
国
の
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
６

月
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
支
部
連
絡
協

議
会
で
は
、
全
国
よ
り
各
支
部
長
及
び

事
務
局
が
集
結
し
、
そ
の
準
備
状
況
を

確
認
し
、
大
学
側
に
も
協
力
を
お
願
い

し
た
次
第
で
す
。
各
支
部
と
も
、
よ
り

有
意
義
な
教
育
懇
談
会
に
し
よ
う
と
支

部
役
員
一
同
、
創
意
工
夫
を
し
、
意
欲

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の

で
、
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の
皆
様
が

参
加
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ご
父
母
の
皆
様
、
日
頃
お
子
様
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
れ
て
い
ま
す

か
？
一
人
暮
ら
し
を
さ
せ
て
い
る
場
合

は
も
ち
ろ
ん
、自
宅
か
ら
通
っ
て
い
て
も

ほ
と
ん
ど
話
す
機
会
が
な
く
、「
毎
日
授

業
に
出
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」「
授
業
に

つ
い
て
い
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」「
卒

業
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」「
就
職
活
動
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
」
等
、
ご
心
配
は

尽
き
な
い
と
思
い
ま
す
。大
学
で
は
学
修

支
援
セ
ン
タ
ー
や
学
生
相
談
室
な
ど
で

随
時
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
が
、
地

元
に
お
い
て
相
談
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が

一
年
に
一
度
だ
け
あ
る
の
で
す
。
そ
れ

が
「
地
域
別
教
育
懇
談
会
」
で
す
。
後
援

会
主
催
に
よ
り
今
年
も
左
記
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
す
。「
参
加
し
て
は
じ
め
て

子
ど
も
の
様
子
が
わ
か
っ
た
」「
も
っ
と

早
く
成
績
に
つ
い
て
知
っ
て
い
れ
ば
よ

か
っ
た
」
と
い
う
声
を
多
数
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ま
た
と
な
い
機
会
で
す

の
で
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
き
っ
と

有
意
義
な
時
間
を
共
有
い
た
だ
け
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

会
長
　
鳥
取
雄
治
（
A4
岡
山
）

平成21年度地域別教育懇談会開催日程一覧（予定）
開　催　日 主　催 開催都市 開 催 会 場 対 象 地 域

9月5日（土） 秋田県支部 秋田市 協働大町ビル 秋田県

〃 福島県支部 郡山市 清稜山倶楽部 福島県

〃 蔵王支部 天童市 ホテル王将 山形県・宮城県

〃 沖縄県支部 那覇市 琉球サンロイヤルホテル 沖縄県

9月6日（日） 千葉県支部 千葉市 京葉銀行文化プラザ 千葉県

〃 山梨県支部 笛吹市 ホテル春日居 山梨県

9月12日（土） 岩手県支部 北上市 ホテルシティプラザ北上 岩手県

〃 栃木県支部 宇都宮市 ホテル丸治 栃木県

〃 静岡県支部 静岡市 清水テルサ 静岡県

9月13日（日） 本部（北海道）札幌市 未定 北海道

9月19日（土） 群馬県支部 高崎市 高崎ビューホテル 群馬県

9月20日（日） 新潟県支部 長岡市 長岡グランドホテル 新潟県

〃 茨城県支部 筑西市 ホテルニューつたや 茨城県

〃 本部（九州） 福岡市 未定 九州

9月21日（月・祝） 本部（四国） 高知市 ホテルサンルート高知 四国

9月26日（土） 青森県支部 青森市 青森国際ホテル 青森県

〃 長野県支部 長野市 ホテル信濃路 長野県

〃 北陸支部 金沢市 石川県女性センター 富山県・石川県
福井県

9月27日（日） 東海支部 名古屋市 金山ワシントンホテルプラザ 愛知県・岐阜県
三重県

〃 近畿支部 尼崎市 ホップインアミング 大阪府・兵庫県
京都府・奈良県
和歌山県・滋賀県

〃 西中国支部 出雲市 ホテル武志山荘 広島県・山口県
東中国支部 島根県・岡山県

鳥取県

10月4日（日） 本部（近県） 大学 東京都・埼玉県
神奈川県

※開催日及び会場は、都合により変更となる場合があります。詳しいご案内は各支部（支
部のない地域は本部）より各会員宅に郵送されますので、そちらでご確認ください。

地域別
教育懇談会
参加のお願い

地域別
教育懇談会
参加のお願い
◆ 一年に一度、先生方との

個別面談の機会です。
ぜひともご利用ください ◆



５
月
24
日(

日)

午
後
１
時
よ
り
、
大

学
学
友
会
館
に
て
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。（
出
席
会
員
数
146
名
）

議
案
は
慎
重
審
議
の
上
、
全
て
承
認

さ
れ
総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

新
会
長
に
は
鳥
取
雄
治
氏
（
A4
・
岡

山
）
が
就
任
。
ま
た
、
理
事
111
名
、
監

事
２
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

小
笠
原
前
会
長
よ
り
柳
澤
学
長
に
対

し
「
学
園
創
立
百
周
年
記
念
事
業
協
賛

基
金
積
立
金
（
平
成
20
年
度
分
）」
の

目
録
を
贈
呈
し
ま
し
た
（
写
真
下
）。

６
月
20
日(

土)

、
大
学
に
て
恒
例
の

「
新
任
理
事
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
26

名
の
新
任
理
事
が
参
加
し
ま
し
た
。

鳥
取
会
長
、
柳
澤
学
長
の
ご
あ
い
さ

つ
の
後
、
川
村
入
試
室
長
、
梅
崎
学
生

支
援
部
長
、
藤
田
総
務
部
長
よ
り
、
各

分
野
に
関
す
る
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

学
内
見
学
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を

走
る
Ｓ
Ｌ
に
乗
車
し
た
り
、
施
設
設
備

を
２
時
間
以
上
巡
り
ま
し
た
。
新
任
理

事
た
ち
は
、「
日
本
工
業
大
学
の
素
晴
ら

し
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
」「
自
分
自
身

が
こ
こ
で
学
び
た
い
く
ら
い

だ
」な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

懇
親
会
の
自
己
紹
介
で
は
、

「
地
元
の
高
校
に
今
日
の
資
料

を
届
け
、
日
工
大
を
Ｐ
Ｒ
し

て
き
ま
す
」
と
い
う
熱
意
あ

る
発
言
に
一
同
大
拍
手
と
い

う
一
幕
も
。
大
学
側
も
感
謝

感
激
の
様
子
で
し
た
。

６
月
21
日
（
日
）、
大
学
学
友
会
館
に

お
い
て
「
支
部
連
絡
協
議
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
高
橋
地
方
事
業
委
員
長
を

議
長
に
、
全
国
よ
り
各
支
部
長
を
始
め

と
す
る
代
表
者
が
、
主
に
「
地
域
別
教
育

懇
談
会
」
の
準
備
や
当
日
の
運
営

に
つ
い
て
情
報
を
交
換
し
ま
し
た
。

会
議
に
は
柳
澤
学
長
も
臨
席
。
支

部
長
か
ら
の
質
問
や
要
望
に
応
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

例
年
に
も
増
し
て
活
発
な
意
見

が
飛
び
交
い
、
支
部
長
ら
の
支
部

活
動
に
対
す
る
真
剣
さ
と
熱
意
が

感
じ
ら
れ
、
大
変
有
意
義
な
会
議

と
な
り
ま
し
た
。

入
学
と
同
時
に
在
学
生
の
正

保
証
人
は
全
員
、
後
援
会
会
員

と
な
り
ま
す
。
本
会
の
目
的
や

事
業
活
動
を
ご
理
解
い
た
だ
く

た
め
、
４
月
２
日
（
木
）
の
入
学

式
終
了
後
「
後
援
会
を
ご
理
解
い

た
だ
く
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
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新入会員を対象に後援会をご理解いただく会を開催

新
任
理
事
が
大
学
で
一
日
研
修
を
実
施

平
成
21
年
度
定
期
総
会
の
ご
報
告

支
部
長
ら
が
熱
心
に
討
議

後
援
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
い
つ

も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
LC

セ
ン
タ
ー
は
、
本
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
そ
し
て
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

し
て
堂
々
た
る
姿
を
誇
っ
て
お
り
、
ま

た
日
々
、
学
生
諸
君
が
学
び
集
う
場
と

し
て
活
気
に
満
ち
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
お
陰
様
で
後
援
会
特
別
事
業

と
し
て
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

駐
輪
場
・
オ
ー
ト
バ
イ
置
場
の
改
修
整

備
は
、
学
生
諸
君
に
と
く
に
屋
根
付
き

で
あ
る
こ
と
が
大
変
好
評
で
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
17
年
度
に
東
門
側
に
整
備
さ

れ
、
そ
の
後
も
学
生
か
ら
強
い
要
望
が

あ
り
、
昨
20
年
度
は
建
築
学
群
棟
前
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
本
年
度
か

ら
次
年
度
に
か
け
て
東
門
側
の
建
替

え
・
増
築
、
W
１
棟
前
の
建
替
え
、
工

業
技
術
博
物
館
脇
に
新
設
す
る
計
画
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
秋
よ
り
世
界
的
な
景
気

後
退
が
起
こ
り
、
国
内
に
お
い
て
も
厳

し
い
雇
用
環
境
に
あ
り
ま
す
。
本
学
と

し
て
も
万
全
の
態
勢
で
学
生
の
就
職
戦

線
に
臨
ん
で
お
り
ま
す
。
本
学
の
取
り

組
み
は
社
会
的
に
も
高
い
評
価
を
受

け
、
大
学
就
職
ラ
ン
キ
ン
グ
（
大
学
通

信
調
べ
）
で
本
学
は
６
位
に
入
っ
て
い

ま
す
。
文
部
科
学
省
の
平
成
21
年
度
大

学
教
育
・
学
生
支
援
推
進
事
業
に
お
い

て
も
、
本
学
の
就
職
支
援
活
動
の
取
組

「
技
術
を
活
か
し
就
職
満
足
度
を
向
上

さ
せ
る
工
学
系
就
職
総
合
支
援
シ
ス
テ

ム
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

企
業
の
採
用
担
当
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
力

と
し
て
か
な
り
大
き
い
と
思
わ
れ
ま

す
。本

学
の
特
徴
で
あ
る
実
践
を
重
視
し

た
実
感
の
手
ご
た
え
豊
か
な
「
実
工
学
」

の
学
び
と
と
も
に
、
学
生
・
教
員
・
職

員
の
三
者
が
情
報
共
有
し
な
が
ら
、
各

自
習
得
し
た
専
門
技
術
を
活
か
せ
る
志

望
企
業
に
ね
ら
い
を
定
め
て
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
く
就
職
指
導
が
好
結
果
を
生

ん
だ
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
さ

ら
に
力
を
入
れ
、
厳
し
い
時
代
を
乗
り

越
え
て
い
く
所
存
で
す
。

な
お
、
夏
季
休
業
中
に
は
、
後
援
会

の
主
催
に
よ
る
地
域
別
教
育
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
教
職
員
は
全
国
に
馳

せ
参
じ
、
お
子
様
が
頼
も
し
い
エ
ン
ジ

ニ
ア
に
成
長
し
て
い
く
様
子
を
お
話
す

る
ひ
と
と
き
を
持
て
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

今
後
と
も
本
学
へ
の
ご
理
解
と
ま
す

ま
す
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学長 柳澤　章

厳
し
い
環
境
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

厳
し
い
環
境
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

藤田総務部長から後援会の歩みについて説明

各部長から担当分野の話を聞く

スチューデントラボで学生の作品を見学
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顧問 星　新作 元会長 埼玉県

〃 森川大成 元会長 三重県

〃 中野秀次郎 元会長 宮城県

〃 佐藤宗一 元会長 山形県

〃 沼尻芳治 元会長 埼玉県

〃 原田敬司 元会長 東京都

〃 秋葉一彦 元会長 東京都

〃 冨永京太郎 元会長 東京都

〃 金城英三 元会長 沖縄県

〃 神山英一 元会長 岩手県

〃 田川鋭治 元会長 静岡県

〃 佐藤建夫 元会長 埼玉県

〃 佐藤登美雄 元会長 香川県

〃 滝口和喜 元会長 山形県

〃 寺嶋佳章 元会長 東京都

〃 窪田政幸 元会長 兵庫県

〃 佐伯みち子 元会長 東京都

〃 川島敬司 元会長神奈川県

〃 小笠原康雄 前会長 新潟県

相談役 柳澤　章 学長

藤田則夫 総務部長

会長 サ○地 鳥取 雄治 A4 岡山県

副会長 サ○ 地○ 高橋　寛 E4 岩手県

〃 大音師章 A4 石川県

〃 サ○ 特○ 小林　卓 M3 神奈川県

総務 松澤美佐子 C4 東京都

〃 地 降旗 一善 A3 長野県

〃 林　祐司 総務課長

財務 佐藤　聡 A4 山形県

〃 出井栄一 M2 埼玉県

〃 磯　雄二 経理課主任

監事 地 川上友久 S4 茨城県

〃 特 金澤一美 C4 栃木県

理事 大野恒美 M4 福島県

〃 川島ひとみ M4 富山県

〃 田村洋子 M4 群馬県

〃 中田仍一 M4 東京都

〃 池田君男 E4 秋田県

〃 内村悦子 E4 岩手県

〃 佐藤　稔 E4 山形県

〃 地 篠 秀夫 E4 栃木県

〃 地 山澤昭一 E4 山形県

〃 柏本喜久治 A4 大阪府

〃 神林徹夫 A4 新潟県

〃 特地 工藤直子 A4 青森県

〃 地 杉本代宗次 A4 山梨県

〃 木茂樹 A4 神奈川県

〃 特地 仲里　勝 A4 群馬県

〃 地 新山芳美 A4 秋田県

〃 羽立咲子 A4 青森県

〃 前田裕司 A4 和歌山県

〃 池田典子 S4 東京都

〃 特 霜田　昭 S4 新潟県

〃 鶴岡行雄 S4 千葉県

〃 伊佐見眞一 C4 福島県

〃 所千代子 C4 埼玉県

〃 藤井妙子 C4 群馬県

〃 横田　武 C4 茨城県

〃 特 井出　明 M3 神奈川県

〃 佐藤聖一 M3 群馬県

〃 佐藤　透 M3 岩手県

〃 特 杉田秀樹 M3 埼玉県

〃 サ 孰賀喜代子 M3 神奈川県

〃 畠山　知 M3 宮城県

〃 松田好弘 M3 新潟県

〃 合津力雄 E3 福島県

〃 安藤三春 A3 静岡県

〃 地 伊藤一恵 A3 岐阜県

〃 大 史雄 A3 静岡県

〃 地 小原健司 A3 和歌山県

〃 地 澤野利春 A3 石川県

〃 野幸夫 A3 山梨県

〃 中尾勝彦 A3 兵庫県

〃 中山謙次 A3 兵庫県

〃 地 戸裕之 A3 島根県

〃 道上　勉 A3 石川県

〃 地 村松孝宣 A3 福島県

〃 池端幾子 S3 茨城県

〃 小林　豊 S3 秋田県

〃 坂入正治 S3 茨城県

〃 特 佐藤　剛 S3 栃木県

〃 古山謙二 S3 栃木県

〃 地 涌井吉成 S3 新潟県

〃 遠藤敏子 C3 千葉県

〃 杉下美也子 C3 岐阜県

〃 原田正則 C3 福島県

〃 堀田雅人 C3 秋田県

〃 犬飼　晃 M2 長野県

〃 地 大野裕一 M2 千葉県

〃 岡 勝雄 M2 山口県

〃 岡田修治 M2 広島県

〃 小沼真一 M2 群馬県

〃 小林武彦 M2 長野県

〃 地 城間良則 M2 沖縄県

〃 宮城 調春 M2 埼玉県

〃 鈴木政文 E2 福島県

〃 高橋　勇 E2 岩手県

〃 田畑　稔 E2 青森県

〃 中村晴江 E2 岩手県

〃 山田正則 E2 栃木県

〃 上地千賀子 A2 青森県

〃 小木田美代子 A2 秋田県

〃 島袋礼子 A2 沖縄県

〃 田美知雄 A2 茨城県

〃 特 高橋佳男 A2 栃木県

〃 特 武知美穂 A2 愛媛県

〃 田中信二 A2 山梨県

〃 西本仁美 A2 奈良県

〃 有阪　勉 S2 神奈川県

〃 遠藤正義 S2 宮城県

〃 サ 杉田　薫 S2 東京都

〃 冨士百合子 S2 青森県

〃 サ 松井夕美子 S2 埼玉県

〃 荒木正行 C2 山形県

〃 石黒　尚 C2 新潟県

〃 伊藤美保子 C2 秋田県

〃 金谷明美 C2 富山県

〃 特 曾根美知子 C2 千葉県

〃 北原一彦 M1 山梨県

〃 齋藤深雪 M1 千葉県

〃 特 遠坂　 M1 神奈川県

〃 後藤忠男 E1 広島県

〃 早川由美 E1 鳥取県

〃 上野敬恭 A1 北海道

〃 大川哲史 A1 広島県

〃 黒田由美子 A1 山口県

〃 特 小坂幹雄 A1 長野県

〃 木次順子 A1 島根県

〃 齊藤直美 A1 青森県

〃 津田泰二 A1 富山県

〃 中 淳一 A1 愛媛県

〃 西川春美 A1 滋賀県

〃 川中美也子 S1 千葉県

〃 吉田磨美 S1 福島県

〃 特 姉 由美 C1 埼玉県

〃 小林貞浩 C1 沖縄県

〃 サ 佐藤京子 L1 東京都

事務局 飯島貴子 総務課員

平成21年度後援会役員名簿（敬称略）

M（機械工学科）、S（創造システム工学科）、E（電気電子工学科）、C（情報工学科）、A（建築学科）、L（生活環境デザイン学科）
地＝地方事業委員（支部長）　　特＝特別事業委員　　サ＝サービスセンター連絡協議会委員
○印＝委員長、サービスセンター役員

後援会担当
部長



平
成
二
十
一
年
三
月
十
八
日
（
水
）
後

援
会
会
報
80
号
発
行

三
月
二
十
日
（
金
）
学
位
記
授
与
式

（
後
援
会
よ
り
卒
業
生
に
記
念
品
贈

呈
—
シ
ス
テ
ム
手
帳
）（
大
学
院
卒

業
生
に
記
念
品
贈
呈
—
修
士
課
程
に

は
電
波
目
覚
ま
し
時
計
、
博
士
課
程

に
は
名
刺
入
れ
）

三
月
二
十
六
日
（
木
）
教
職
員
退
職
者

送
別
会

三
月
三
十
一
日
（
火
）
会
報
新
入
学
記

念
特
集
号
発
行

三
月
二
十
八
日
（
土
）
〜
四
月
一
日

（
火
）
健
康
診
断

平
成
二
十
一
年
度

四
月
二
日
（
木
）
入
学
式
（
後
援
会
よ

り
新
入
生
に
記
念
品
贈
呈
—
男
子
に

は
ネ
ク
タ
イ
、女
子
に
は
ス
カ
ー
フ
）、

後
援
会
を
ご
理
解
い
た
だ
く
会

四
月
三
日
（
金
）
大
学
院
入
学
式

四
月
十
一
日
（
土
）
監
査

四
月
十
二
日
（
日
）
役
員
会
、
理
事
会
、

特
別
事
業
委
員
会
、
銓
衡
委
員
会

四
月
七
日
（
火
）
授
業
開
始

四
月
十
九
日
（
日
）
西
中
国
支
部
総
会

（
エ
ソ
ー
ル
広
島
）、
青
森
県
支
部
総

会
（
青
森
国
際
ホ
テ
ル
）

五
月
十
六
日
（
土
）
蔵
王
支
部
総
会

（
La
楽
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
Ｇ
Ｇ
）、
工

友
会
総
代
会

五
月
十
八
日
（
月
）
新
入
生
歓
迎
ラ
イ

ブ
（
ゲ
ス
ト
／
星
野
み
ち
る
）

五
月
二
十
一
日
（
木
）
新
入
生
歓
迎
講

演
会
（
ゲ
ス
ト
／
超
新
塾
・
禅
・
ハ

ラ
イ
チ
）

五
月
二
十
一
日
（
木
）
〜
二
十
二
日

（
金
）
Ｉ
Ｓ
Ｏ
更
新
審
査

五
月
二
十
二
日
（
金
）
体
育
祭

五
月
二
十
四
日
（
日
）
定
期
総
会
、
銓

衡
委
員
会
、
理
事
会
、
新
旧
理
事
歓

送
迎
会

五
月
二
十
六
日
（
火
）
〜
二
十
九
日

（
金
）「
第
18
回
　
環
境
展
」
参
加

（
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

五
月
二
十
八
日
（
木
）
学
生
総
会

五
月
三
十
日
（
土
）
千
葉
県
支
部
総
会

（
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
）、
宮

代
会
幹
事
会
、
㈱
Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ

ト
株
主
総
会

4

相
談
票
を
ご
利
用
下
さ
い

後
援
会
で
は
会
員
各
位
に
こ
の
相
談
票
を
通
じ
て
、
い
つ
で
も
学
生
の
成
績
・

生
活
・
就
職
等
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
。

右
の
票
（
便
箋
、
ハ
ガ
キ
で
も
結
構
で
す
）
に
相
談
さ
れ
た
い
事
項
や
、
ご
意

見
、
ご
希
望
等
ご
記
入
の
上
、
事
務
局
宛
に
ご
送
付
下
さ
い
。
可
能
な
か
ぎ
り
回

答
し
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
投
書
・
ご
寄
稿
も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
）

相談票 学科学年

学籍番号

学　生
氏　名
会　員
氏　名

連絡先
〠 TEL

五
月
三
十
一
日
（
日
）
栃
木
県
支
部
総

会
（
ホ
テ
ル
丸
治
）

六
月
六
日
（
土
）
福
島
県
支
部
総
会
・

30
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
（
清
稜

山
倶
楽
部
）

六
月
七
日
（
日
）
新
潟
県
支
部
総
会

（
赤
倉
山
荘
）

六
月
二
十
日
（
土
）
新
任
理
事
研
修
会

六
月
二
十
一
日（
日
）支
部
連
絡
協
議
会

六
月
二
十
九
日
（
月
）
学
園
協
議
会

（
学
園
創
立
記
念
日
102
周
年
）

七
月
三
日
（
金
）
役
員
会
（
石
和
温
泉
）

七
月
四
日
（
土
）
〜
五
日
（
日
）
理
事

会
、
宮
代
会
総
会
（
甲
府
湯
村
温
泉
）

七
月
十
一
日
（
土
）
現
職
教
員
の
集
い

七
月
十
二
日（
日
）オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

６
月
６
日
（
土
）、
磐
梯
熱
海
温
泉

の
「
清
稜
山
倶
楽
部
」
に
お
い
て
福
島

県
支
部
創
立
30
周
年
記
念
式
典
及
び
祝

賀
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
鳥
取
後
援
会
長
、
柳
澤
学
長
、

藤
田
総
務
部
長
、
呑
澤
工
友
会
長
、
川

島
宮
代
会
長
を
は
じ
め
、
現
役
・
Ｏ
Ｂ

会
員
ら
総
勢
67
名
が
出
席
。
歴
代
支
部

長
に
対
す
る
感
謝
状
の
贈
呈
や
、
学
長

の
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
支
部
か
ら
30
周
年
を
記
念

し
、
大
学
に
「
福
島
県
産
自
然
石
長
椅

子
２
脚
」
の
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

本
式
典
の
様
子
は
、
地
方
新
聞
「
福

島
民
報
」
に
掲
載
さ
れ
、
大
学
の
Ｐ
Ｒ

に
も
一
役
買
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

次
の
７
支
部
に
お
い
て
支
部
総

会
が
開
催
さ
れ
、支
部
長
が
交
代
し

ま
し
た
。前
支
部
長
に
は
会
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
19
日
　
西
中
国
支
部

新
支
部
長
　
廣
戸
裕
之
（
Ａ
３
）

４
月
19
日
　
青
森
県
支
部

新
支
部
長
　
工
藤
直
子
（
Ａ
４
）

５
月
16
日
　
蔵
王
支
部

新
支
部
長
　
山
澤
昭
一
（
Ｅ
４
）

５
月
30
日
　
千
葉
県
支
部

新
支
部
長
　
大
野
裕
一
（
Ｍ
２
）

５
月
31
日
　
栃
木
県
支
部

新
支
部
長
　
篠
崎
秀
夫
（
Ｅ
４
）

６
月
６
日
　
福
島
県
支
部

新
支
部
長
　
村
松
孝
宣
（
Ａ
３
）

６
月
７
日
　
新
潟
県
支
部

新
支
部
長
　
涌
井
吉
成
（
S
３
）

磯貝支部長（当時）から学長に目録を贈呈

小
笠
原
会
長
（
当
時
）
か
ら
佐
藤
蔵
王
前

支
部
長
へ
感
謝
状
を
授
与

福
島
県
支
部
創
立
30
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
挙
行

7支部で支部総会を開催


